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 ・スジエビの飼育について

 〔.飼育試験におけるデ観察から申聞報告〕・

.調査部

まえがき

 沿岸漁業・の中で,タイ類やイトヨリ等を対象とする一本釣,延縄漁業には主に

 千・1カ・∴ツ・㍗.シ.・干叩等カ㍗戸.午てツが・最近干二㍗の生き㍗㍗に≡
 人手す・手一千苧は畔午㍗てい㍉ニトかI蝉島干㍗一よ㍗部†の一中岸一昨海
 輔し岬㍗、雫料午なる用年物㍗.卿畔られ・.干の悸息平も非叶少
 ㍗㌧たが?て'I現在一本岬縄を㍗業者㍗㍗き㍗島審の
 遠野岬ら蹄へし㍗る干うな状態であ孔

 プ・・、野不尽㍗幣考甲午つ平、岬㍗干f.一㍗作で右るが'・
 これは・78叩頃からぞJレ下∵叩苗年産が軌道に率1.・㍗内海を中心と
 し・千谷坤に養瞥が蝉予れ雫璋クルマエビ・が申荷されてい㍉.
 しダし・..干呼㍗了沙水平食品1し七ヲ㍗需要が献一またIl、靴
 もの.アあ`5・・、今のと干.ろ雫㌃㍗㍗叶午㍗んだ=乍叩・し1るこ
 とは出来そうにも.たい。

 以上のことから,'安抵.で容易に養殖出来でいつでも餌さしセ用“るとと一が出来

 るようなエビはいないものであろうかという目的のもとに,昭瑚42年6一月か一ら

 本県谷山産の/一・ゲ㍗ヌマエビO舳i1・}三の岬呼を凌施{一その
 結果は,約一0'4一万の飼育期間申夏場は何回とたく稚エビの強化はみら凶走が,

 すべて{,川ら日後に1ま消失してしまい,その原因を遺挽して4ると淡水産6・セド

 ラ中ヤゴ〔トンポーづ幼一虫一)等に摘食された。、水質の悪化kよら七難宛さ垂たり

 して僻度叩㌣千ピまで飼育すること1エ殆ん岬叶午.
 しかし親エビ岬波㍗/蓄養出来たが㌧干の.1グナヅ1下咋機会あ
 るごとに.甲漁舛甲磯釣きず1る入佃せ.て解の適否を聞し・癖体叶・一
 25畔岬釣㍗附来干一昨漁竿の対象、舳.宇㍗いラニ・とで
 あ.った.』・・。一一

 上ら1て・些3年率嘩淡水紅ビでテナガエビ科㍗エビ午用い㌃暴威試
 験を.実一雄した。試験を'一行な?て斬らまだ.生ケ月程度でその。商の調査中観察等が不

一
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 充分たため未知汰点が非常に.多いか二応中間報告としてその方法,経過等につい

 て述べてみたいと恵。ラ。

 なお,本試験にあたっては,種々御指導御便宜を討って戴いた九州電力福岡営

 業所一米沢晃氏,同じく鹿児島支店営業所普及係碕山久雄氏に深

 く謝意を表します。

 エ。..子ジ㍉ビρ.採集及ぴ方法.

 昭・和・争.・3.牛g月.ら,日から.5・弓の朝.にかけて鹿児島県・指宿郡砕田湖にて・本県

 治津で.ぐイB且byioniajapon.ioa.⊂Reeve～の採捕に用い。ら.れる竹籠20

 鰯(い・・.1。、・・川挽,1とポ1・ビク/・1貞…、・1・・川腕〕・一個幸使用・l1
 竹籠にはハマチの配合餌料を粘O餌として底にくづ?け,水深3㍗ら棚、層,に2

 -m?聞.蹄で延縄式・に設置・レた、。一方ポリビクにはムラサキイガイの・冷凍し・た.も
 のを砕。き⊆れを餌として中に.投入し,。入口.牢牟、壮ワ大さい・?一でエビの逃逸を防

 ぐ目的で杉葉を入れて.水深正。mと5棚層に設置.し北。

 、飾奉。の.竹棒〔俗称べ・カーゴ～は早調とワあ一けたとこ・ろ一籠当り最大35帖,最

 ̀1・争二尾.の干.ジエービが採捕さ却.,後.考のポリ・ビークは設置。一4.時問後と6時間後一,

 1.2時間後にそれぞれ上げてみたところ,む時間後までは?O㌣L2.O尾の採

 集.が出.来年かユ.・2時間後g)もの。は朝.方には僅かB尾程度にすぎず,殆んど餌を

 食べて二逃逸して.ド牟。.・・

 早.上の。よ.pな声法手討
 6了・3尾か採集串来・こ

 声tをホシ子チ1ノン袋
 〔7..8・・5㈹・〕・李{部

 分けて少量叩水与野素を

 封みい約メ時間を周し

 て苧場へ輸。拳ト養成水槽

 .㌻軍し・午.1・
 なお,採集したスジエ

 ビの砕長組成は鶴。1図に

 示方と亭.り体長二(恥工。〕
第1図体長組成



 .40～吐9脚.のものが大部分であ.り,体長45～色9淵の範囲に毛rドが見ら

 れる。

 尋・親エビ養成

例一面

平一面

 第2画翰平ビ養成池の構造

 1:エ下一ストン2:サイフォン  3:ろ過槽色;エアー赤一ス

5;砂



 .採集した親:〔ビは第2図に示・すよう汰九電方式の木製枠ポリ主チレソフイノ

 ム水槽(.…川・・"㈹水量ら・い1と外部に一炉過槽を設置し十

 分な通気叩}たものえ・。鵬.を放養しれ
 ・2巳後から.毎日ハマチ用人工配合餌料を20～.30ダ投与し・その結果餌付倣・

 =一・き十めて・良㍗一であ㍗・師'0山20干雛の第死が続き約け月後に一工
 そあ二殆ん.・と1が=擁死し七IしまったI。

 そ.の触と:坤息環銚急激に変/1したことも一軍ではあるが・水槽と炉
 過槽㌻恥た呼㍗を隼用し午㍗で・潮ぬき舳の水洗い1.・干.らに
 水帥永鍬午舛ギから日数一触かったことが重なって砂中の亜硝酸生成
 細菌め働き.春なくbaいnce如at6rが出来ていなかったのが携死の主因であっ
 たと恩おれる。.

 しかし,この水槽も約亡ケ月後には白濁もなくたりポリフイJレム壁には緑藻

 の発生がみられるようにたって,水質も安定して来たので正O月8日に新たに

 100尾のスジエビを放養した。…月'末一までぽ人工一配合餌料を1日1回tO

 ～2.08を2個のツヤーレに入れて投与し,注水には減量したぷんだけ塩素を

 1一分に紅た蝉水を追加し㍍1・月以降は・～・目に・図解を投与してい.
 る.が雛ま.て.'の苧留りは水槽・昨夜間飾卵.して蜷死したものを除き鋒かに・
 尾一に.神.なべ'
 ま印度等子午1舳う共喰い蝸察さ舳へ
 准お・LO'月ξ1O日頃から気温・の低下にともなって夜間θ)水温が18～19℃

 台一に低下しほじIめ一走あで鮎・悩に示すようなビニーリ温床線(U〕一〇丁目・o
 W20m〕を水中の砂の上に設置し・サーモ〔温度調節範囲0・～らO℃動作、
 温室±・℃〕を・・℃にセツトずる亡とによって,その.後は水温。ム。、一肌。
 .℃〔最高最低〕を保っている。

 一㍗㍗甲㍗㌣ると・.キャベツ・月菜、'カボチペ了サリ・
 ム'ラサキイガイ,魚類の配合飼料等の投専を試'みたが,ヌ÷エビ類に比べて植

 ・物性の餌料は好んで摂餌しないよ5ぞある。

 3,艀化及ぴ稚エビの変態について

 9月6冒採集した6?3尾のスジエビのうら約含5%が抱卵して齢り〔止o



第3図温床線配置図

 .t;木枠一'2';ピと一ル温床線

 角上句になると採集された天然窪のも州工約3%程度に減少し'・そ一れ・以後め一抱一卵

 .千ビは見ら舳い・・抱卵数い甲鮎川固前後で卵径は他のエビk比べか
 な1大きへ・・t・・直葡)リ・・.・1棚一α…1一州の中ム楕円1形
 を塁.している。

 また・職化及ぴ脱皮変態については今回詳細な調査及ぴ観・察は実施していな

 いが。Naupli口s期は抱卵さ年た玄∫卵内ですごし;ZoeaでHatchしその時

 の人ききは肌川であ礼その養約!岬間ほど舳・i・.となlI・艀北後
 2?}30一日で体長8榊億どのPost1目r“品にIなり.・今までの浮游生活からす
 べて底棲生活に入っている日

 なお,LO月8日に放養した成体のスジエビはI水槽内で一度の産卵を行一な

 っただけで・その後は行な一われていないが,12月中旬頃から卵巣内に卵らしき

 ものが約半数のエビに確認され,2月し日現在では卵倭もかなり大きく一柱って

 来な.ように見受けら.れる。.

 4,稚エピの養成



 親エビ養成水槽で夜間瞬化した新生エビは卒構内を浮游しながらサイフォンを
 通って炉過棺内に集まつ二〔おり趨光牲一を示す。

 解化後10時間経過した頃に。配合餌料の粉末をガニゼに包み水面へ散布する

 と・新生エテの近/に落下して行/馴㍗11上甲'<歩加叙亡;刈6分離度'
 捕食して州・黄日もの配合餌料は甲!華・明叶.ビの卵.を止.おして平化器管苧
 着色したかのように見える。

 艀化から底棲生活にいる約1ケ月間新生コニビ約LOO尾一に対して水量し24一の

 水槽で投餌をしない場合。水槽内に繁殖している緑藻類かミノ.ン亨,斗スリーカ"!一

 幼虫・ボ1フラ等の天然餌料を甲食して1'=る。こ州叩叩竿舛約4"。.
 尾一が生き残り底棲生活へほいった。・..........

 共喰いは同一水槽内ですってが浮漉生活を行なっている間は観察されなかった

 が。日数がたつにしたがって大小の差が生じ,・.どうしても体長の大きなも。のが先

 に底棲生活にはいろので,このようにκつてから底棲のエビか浮族一エビ1を捕食し・

 ていろ。

 第4図スジエビの成・長

(19b8) 〔1959)



 さらに蜷死について述べると艀化生.5日後かち鏡死した新生エビの沈澱して一

 いるものが見えはじめるが,底棲生活を行なっている稚エビがい次い限り共喰

 いによるような不完・全注死がいは観察されなかった。

 次に新生エビが艀化してから1ケ月後底嬢生活にいって.赤ら小型'あ。シヤ」レ

 に配合解料を人批て底k㍗㌣と約」卵外岬、ま。苧。りに栗干.り次々に.
 摂餌しては去って行ぐ準1千ビが予・亨・れ・鮒甲を坤岬一叶千㍗一と一底にい
 .た稚エビは卒面に向って樺に苧ぎだし・舛甲㍗体午秤、千18平鯛し腹
 部をよにして浮いている1。腎な坪一しまわ.るポ三札一岬千一・ビニ1㌃つ一ド千岬率?動午
 がみら凱るが弄緯エビばと濱澄で{正一ない。

 一以上のような養魚用配合解一料.で飼育一し尤稚エビは第4図に示すよう一な成長が

 1みられ・艀北後約舌ケ月で体長〔B瓦〕3壬榊に達しているが今後与える.鯛1の種

 一類甲管理方法によっては短期一間によ'り早'く成長するものと・考える。(婚化当時

 .か綿エビと.共に育って・:る稚エピは水量宇多{一・二餌料も鯛で・水質琴境も
 臭いせいか・体長州舳るまで第辿町示十た成苧ヵ一ブキりさ.ら1午約'
 ケ月短縮されている.,〕

 なお,贈北後壬O日目に薄いて,稚エピ80尾中僅かでは募るが2尾の抱卵

 こ[ビ.カ;みらナしナニ。

5,むすび

 昭郡晶3年霞は釣餌対策としてスジエビの親工一ビ養碑並びに稚エビの養成試

 験・を行彼っているが,飼育管煙はきわめて容易≡七あ.り、かつ稚立ビーの蕨長も早

 い。今後釣餌用としてスジエビの養殖を推めるにあ.たって惇,責,ず本格的飼育一

 試験を行ない,①適」丘瞬料の種類,投'等方法,投与量の調査と,②産卵,発生,

 一変態等の生態学ミ重う究明甲,⑨生涯密度の高い飼頁技術を確立する必要がある。



 定置観測..c1月分〕

養殖部

 旬平均水温。.比重〔昼間溝潮時凹表面⊇.
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 1月の漁海況

漁業部

 ・※海況
 表面水温は全般的にみて平卒に此へ沿岸域は低目のとこ'ろが多く,特に翻島'

 西部から宇治群島北部はL℃内外,鹿児島湾口附近ではし㍗2℃低目にな?て

 いる。草垣島の西部及ぴ黒潮流域は20～21℃台七平年並か甲二高目一に推移

 している。

 海流観翔一では黒潮本流は種子、屋久島でi2月よ・り㌣』離岸しており,種子菜

 方の沿岸㍗呼反流がちつて渦流域を形成して・いるよ5†舳
 一方軍島中・部域から†㌣予へ'又枕崎'.千隅海峡へ'㍗卿・予たい

 沿岸水叩.れ.があ.つ午.。
 ※漁況

 旋網は昨年同輝と比較すると4倍強の乱300竜の水揚げで一昨一年ら好漁年

 とは∫同じ漁獲竿であ午.甲久根苧の水鮒は余1変州wl・枕崎呼水
 揚げは大け増えてい机㍗は昨年不痘であった鯛漁場加サツ水帥

 11増えて1'る定め千あ㍗.大型カッ㌃泰釦エ月織1の問題もあアて甲港士…苧
 ・くれ.・入港郷1工・4隻と午今.∵た肘揚榔昨干同期ゾ1・の2岬で
 あった。ヨコワ曳縄漁は何処も集中的念好漁場は形成されず昨年を吐。一毛下廻
 るL7毛の水I甥げで不振だった。

・9



奄美短信

マチムシ

 マチムンとは・'当徳之島地方㍗一く11千.午㍗午.

 当地㍗介は^ブの棲息量1状㈱Tll∵.(㍗㌣∵㍗
 美本島,(尾。郡、)一神経等牛表現プ子。
 ハブあ生態をわずかばか一'.憎=い一て皐冬う・

 ぐ㍗分が琉球卿央部苧・々!〕・1ら・・'・島北穣叶'∵奄亭,伽で,秤本
 島・徳之則枝手入鹿・加計呂麻島・。.、・㍗叩穣鮒るr般一に棲息卵
 生エ平地・一山地.1坤岬にも住んでいる・・特に音=王藩1〕耕地の周甲に多く1雛は
 主として手ズ・}鳥以外戸.与!.カで,・1エ～†ギ・魚類呼一5ヅ行性で
 昼間は右埠・・1ぎ㍗の葉ヂ上∵未の根砕箏静午しlr暮咋岬動すテ・
 練練練1ぽ癖苧㌣干㍗㌣千丁㍗㍗
 昔なが・ら1』↑ブに㍗㍗・老年㍗.やずかぱかb書“呼一う1毒意の
 呼築㌣い点も'剛ま㍗うで秤坤甲で戟き一千し午ぺ・
 榔呼!㍗∴㍗蕃1㍗一中苧}童ず当紬キ・ンハプ!黄
 色垂率11紬・感・亡・好一ψ轍二掛い〕午牛'申㍗い一次たr字一に一み㍗.るもの
 千手呼搬の平較をそ淋岬で㌣ハ用毒柵I～ま†率単・・
 相・∵碑出部見ρIけだ場看「率マ」ど.咋か㍗.ψ㍗など持㍗来下仕止
 め・㌧など=二一間がされた一も舳すが・なかなかそ明りう平くいかなしHに尾
 部をつかみ振り回し,骨格の二部をはずすとI良い。.し一かし,一ζの方法よっぽど憤

 舳峠行{しが。たしll・・昇'一ヅに咬干・れ㌃紳ぐ・プIに咬㍗!・と良い….1.尊い
 わη・て一いる.挙一向一層難がい'?・

 家圭一中一千八.フグ印.る1何月'甲卿せ…だ・と書.1=1千の垂=いか神的存在
 午.㌣二る事1あ・ろカ1・ハ㍗性質が雫病中か一ら激加克午い限り襲って来
 ない㍗、ぱ見辛Ψj一ったい気も、、苧1べを紅予1そ・1一ヅず殺すの
 でち.る.1頭㍗しね場所か・又は十字嘉の中』む卿.デと.良11…∵等繭か山
 もの七†・・「人間死して名を残す」と亨わ㍗ているギ1二.。・・こイ㍗†背Iの利用方法を
 書いて・見よIうず終鹸前後までは。ハブを殺一すと油を取力1.,切傷,ふきでものの薬

一10一



 に使用。他は万病の薬として。ヌー.プにして飲んだ1二つ。又焼いて粉末にレて使用し

 ていたよう.だ.。生.肝を.ぺ一口・ツーと飲む人もいる。この生肝の効用の考えは他の生物

 でも良く聞・ぐ事である。.

 現在の利用法はけイ'フ・.バンド・一ンドバツク・一ブ焼酎=,粉末だと午・加工し

 練練㌻1∴て∵㍗∵∵
 出現場所は最初に記した嬢急場肝と俊一り・ないが.ハブーゐ通り道があるらしく,5

 m位離舳家で『他家には年N回侵入するが一カの家でほ未だ㍗た予二1∵
 たい等と一間㍍近年臓屋が田舎でも改良さ㌣・その害三エ少なく午.?ユニ.≡ふ、亭る・
 。更蝸舎で炉蠣れぱなしで紙この鮒状態で叩会でレ・叶呼・強
 1盗等と・餓セあるが奄美叩舎では↑間㍗ハブの後再る・坤の㌣圭
 近所で寝床に侵人し嚇榊た。;奄美声畔れ幽珂叶・と戸1〕翌・
 二練1㍗㍗∵㍗苧去㍗㍗1∵∵
 最近は田舎・でも外燈が多くだ。防犯よりバフめ予防に大いに.役立つ七いるJ・一バフ'

 は肌寒/杜.川月頃か僻・月紬冬眠～σ・1呼一ヤの一雫雷で
 目を覚ますなど……と聞かされた毛ので1すが,魂在ではハブは冬鮭せ寺活動力が.

 鈍るだけだと言わ.れ.。,二こ孔春一般的にたりっ!あ一る。

 ハブの予防法は個々の注意以外にこれといった方一法はない。真意の程ほ擬わ.しい

 が・ほ・せん花をハブが嫌雌1。鮎を聞・/・午昔人小〕咋㍗1…1
 この榊奄美'沖縄などで教訓歌のプにあり1奄美では・〔鳳仙〔か・㌣.㍉⊃㍗
 '花甲手の先に・染めて,親の教訓(ゆしぐと〕甲胸に染めろ」とあ1つ奄美では身近

 かに感.じ親しみのあち花である。

 もしこの様にハブの予防に役立つ植物があるなら田舎の家.の閤騨1・道端体とに植

 えたいものである。が。それ止りも完全なハブ駆除剤ρ完成を望んで甲まない。

 2月も中旬季節感を味わう草木の少佐い奄美でも,彼岸桜も若芽が出て葉桜にな

 り,もうすぐ桜梅雨(本土の木芽梅雨〕,8月焼山〔あは甲ま〕〔宇月頃6日照
 り〕,そして本梅雨と時一期は経過しそれにつれハブも活,切盛期,7月頃にほ産卵

 ・雫殖してい/事であ州名が皆様・一八㍗帥二畔の災害珂輝忘.㌣僻目
 の前に現われ童す。御用心の程を……ポ〔K.Y〕

 =一I1・一1'_



業務概況

本場

漁業部
O

o

o

 1月25目・{29E1.

 1月2鴉日～2月二字.日.

 一1月30目一身月.“目

押宰研究中間報告会(伊東)

 目ゴワ調査(.戸・もい一一
 千.チ輝会学二作来・川内・一

養殖部
 ノ・リ懐係

*品種別生育比較試験

 *ベタ流一し養殖.試験〔一i月21日開始一〕一}

 *集胞子付け(!、2月2/戸5
 *一出水地区の一〇養殖検討会(2月25Ei〕於….出大漁協一

 フシツ余抑制試験1.三月1・日)

 二;二∴∵塗料㍗∵ガイ㍗況㍗'I
 -12。胤.9日。に寧卵誘発,Pユat叩。nasの濃縮液一皮び付着珪藻を投餌。
.真珠漁場観測

 ・・1・日1餌に帥島野大崎地㍗、・て継紙一'一・.
 *フジツボ幼生,ポリドラ幼生の一走量計数。

 全国淡水養殖研究会ア且部会出席

 2月5～6宮・於:徳島市..

 タルマ㌣実践漁場調予報㌣出席.
 2月ち～16月・於'広.島市.

製造部
 ○継続試験

 ヌク1ノオチド定量試験,南方クコ調味加工試験。一

〇加工指導

一12一



 O一

 加工施設設置指導〔串木野坂,富永工場,大口而曾木ノ滝施設⊃

 乾I燥機設置状況調査及ぴ指導(阿久根市,出水雨〕

 水産加工業定期協議会出席〔串木野祠ねり製品業界対照〕

 さば利用製品外指導(川内面がねだい食品⊃

当月技術相談来訪者

 サバ冷凍すり身について外3b名。・・

調査部
 クルマコニビ人工配合解料試験

 第ら回飼育試験を2月5目に終り,43年産クルマエビの餌料に関ずる指定

 研究を終了。

 淡水産スジエビ養成試験

 前月に引続き飼育管理,I-9月艀化のもの2尾抱卵。
出張

 *2月6～?日豪桜島一黒神地先マグゴ着色試験準備。

 *・月τ8～20日阿久根地先水質弔盃.
 *2月27～3月61ヨクルマエビの餌料に関ずる指定研究調査報告。

 (水産庁主催〕

 §大島分場

漁業係
 ○海洋観測(大島海峡〕

 ○各種資源調査〔喜界島,宇検村,名瀬雨⊃

 ○ウニ製品分析(継統〕

製造係

 ○ウニ液利用試,験

養殖係

 ○餌料生・物培養継続

 ○マベ稚母貝管鍵

 ○ら3年度稚貝歩留72ら2個

'13一


